団委員研修所関東第22期（2019）

§14　団委員会と団会議の連携
第２日　17:00～19:15（135分）
	目　標
参加者は，このセッション終了時に次のことが達成できる。
１．団委員会と団会議の関係について理解する。
２．隊の支援計画を策定できる。



指導上のねらい
１．団会議での内容をもとに団委員会を体験することによって，それぞれの会議が果たす機能や運営の方法，隊活動への支援の方法を理解させる。
２．団委員会後の活動計画の立案と実施ができるようにする。

指導上の留意点
１．以下の点に注意し，§5「隊から求められる支援」，§7「団会議」との違いを明確にする。
①参加者が実際に役割を分担して行う模擬体験とする。
②会議の運営技能も重要なポイントとなる。
③受身的な，あるいは人的・物的・金銭的な支援だけでなく，団委員会（団委員長）が管理運営能力を発揮することも，隊運営への重要な支援である。

準備品(資材・資料）
・団会議次第書
・ボーイ隊以外の月間プログラム企画
・ボーイ隊の３泊４日の隊キャンプの企画書と支援要請事項案
・ワークシート①

スタッフへの依頼事項
・グループ作業（ロールプレイ含む）を実施するので，所員のアドバイス及び評価










セッション展開

	時間
	セッション内容
	指導上の留意点・
準備品・支援

	17:00
	１．導入・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（5分）
(1) このセッションで何を学ぶかを確認
①団委員会と団会議の関係について理解する。
②隊の支援計画を策定できる。
　(2) このセッションでの注意点を説明する
　　・模擬の会議を体験することで，団会議と団委員会の運営方法や機能を学ぶ作業である
　　・団委員長の視点で学んでもらいたい
	

	17:05
	２．展開・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（115分）
(1) 模擬団会議・団委員会
　①説明（5分）
　　・グループごとに団会議，団委員会の模擬会議を開くことを伝える。
　　・模擬団会議は，会議次第書に従って進行するよう説明する。
　　・グループ内で，役割を分担して進めるよう指示する。
　　・演技しつつも，団委員長の視点でメモをとるよう指示する。
・団委員長役の「団委員長メモ」が，次の模擬団委員会のベースになることを伝えておく。
　②団会議（30分）
　　　・グループで団委員長，各隊長役を決め，模擬団会議を開催する。
　　　・あらかじめ配布された資料（団会議次第書他）に基づき、各隊長から報告する。
・隊長役の参加者も，団委員長の視点でメモをとる。（参加者各自）
○隊長より各隊の活動計画書の報告 
○ボーイ隊から団に対する支援活動の依頼（隊キャンプ開催関連のみ）
○団委員長からのボーイ隊キャンプの支援要請についての質問 
○具体的な支援内容の相互確認
	







・団会議次第書
・ボーイ隊以外の月間プログラム企画
・ボーイ隊の３泊４日の隊キャンプの企画書
・支援要請事項案

	17:40
	【時間調整・休憩】（10分）　気持ちをリセットする
	

	17:50
	　　②団委員会（30分）
・グループで団委員長，団委員とその担当団委員役を決め，模擬団委員会を開催する。
・団会議での「団委員長メモ」に基づき，団委員会を進行する。
・団委員の役割分担等により，団委員会としての支援行動計画を決定する。
○団委員長から団会議の報告（概要） 
○団会議において，ボーイ隊からの具体的な支援要請内容についての説明する。
○団委員の各担当の役務からの意見や支援内容等を聞きながら協議する。 
○支援要請をもとに，支援計画（ワークシート①）への書き込み
	

	18:20
	【時間調整・休憩】（10分）　気持ちをリセットする
	

	18:30
	(2) グループ作業（25分＋5分）
・グループごとに会議を振り返って評価し，改善点について話し合う。
・所員がアドバイスする。
	・ワークシート①

	19:00
	３．まとめ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（15分）
(1) 団内各隊への支援が円滑に進むように，団会議や団委員会といった会議を定期的に開催し，活用することが必要である。
(2) 隊活動への支援という視点から見ても，団会議や団委員会の会議を運営する能力は，団委員長にとって必要な，重要な能力である。
(3) 団委員会は，隊からの支援要請を受けるだけでなく，団会議を通じて情報の提供や隊指導者の意欲と責任感を高める工夫もしていく必要がある。
(4) スカウト教育を成功させるためには，隊と団が一体となって友好的な協力関係を作りあげていく必要がある。
	








口述要項
１．導入・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（5分）
(1) このセッションで何を学ぶかを確認
　・§3で団委員会と団会議を完全に分けているかを聞きましたね。（　）個団が完全に分けている。（　　）個団が団委員会と団会議をいっしょに開催しているということでした。
・原則的には，団会議と，団委員会議は別に開催され，スカウト育成のために連携していく必要があります。中でも，団委員会の業務は多岐にわたりますが，基本は，「隊活動の支援」です。そのためには，各隊指導者との有効な意思疎通と連携が必要となってきます。
・このセッションでは，団会議と団委員会議の模擬会議を行い，実際の違いを体験してもらいます。
・このセッションの目標は
①団委員会と団会議の関係について理解する。
②隊の支援計画を策定できる。　　です。

　(2) このセッションでの注意点を説明する
　　・模擬の会議を体験することで，団会議と団委員会の運営方法や機能を学ぶ作業です。
　　・団委員長の視点で学んでください。

２．展開・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（115分）
(1) 模擬団会議・団委員会
　①説明（5分）
　　・グループごとに団会議，団委員会の模擬会議を開きます。
　　・模擬団会議は，会議次第書に従って進行してください。
　　・グループ内で，役割を分担して進めてもらいます。
　　・演技しつつも，すべての参加者は団委員長の視点でメモをとってください。
・団委員長役の「団委員長メモ」が，次の模擬団委員会のベースになります。
　②団会議（30分）
　　・では，まず団会議からです。グループで団委員長，各隊長役を決め，模擬団会議を開催してください。
　　　・あらかじめ配布された資料（団会議次第書他）に基づき、各隊長から報告します。
・隊長役の参加者も，団委員長の視点でメモをとるのを忘れないように。（参加者各自）では始めてください。
○隊長より各隊の活動計画書の報告 
○ボーイ隊から団に対する支援活動の依頼（隊キャンプ開催関連のみ）
○団委員長からのボーイ隊キャンプの支援要請についての質問
○具体的な支援内容の相互確認
②団委員会（30分）
・次に，団委員会を開催します。同様にグループで団委員長，団委員とその担当団委員役を決め，模擬団委員会を開催します。
・団会議での団委員長役が作成した「団委員長メモ」に基づき，団委員会を進行します。
・団委員の役割分担等により，団委員会としての支援行動計画を決定してください。では始めます。
○団委員長から団会議の報告（概要） 
○団会議において，ボーイ隊からの具体的な支援要請内容についての説明する。
○団委員の各担当の役務からの意見や支援内容等を聞きながら協議する。 
○支援要請をもとに，支援計画（ワークシート①）への書き込み
(2) グループ作業（25分＋5分）
・グループごとに会議を振り返って評価し，改善点について話し合いましょう。
・チューター（所員）はアドバイスをお願いします。

３．まとめ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（15分）
[bookmark: _GoBack]　・では，このセッションのまとめをしましょう。
(1) 団内各隊への支援が円滑に進むように，団会議や団委員会といった会議を定期的に開催し，活用することが必要である。
(2) 隊活動への支援という視点から見ても，団会議や団委員会の会議を運営する能力は，団委員長にとって必要な，重要な能力である。
(3) 団委員会は，隊からの支援要請を受けるだけでなく，団会議を通じて情報の提供や隊指導者の意欲と責任感を高める工夫もしていく必要がある。
(4) スカウト教育を成功させるためには，隊と団が一体となって友好的な協力関係を作りあげていく必要がある。
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